
「踏まれても根強く耐え、そっと腰をおろせばやさしく憩わせてくれ、子どもたちを伸び伸びと遊ばせてくれる道芝」
みちしば

水戸市青少年育成推進会議

会長　　加倉井　喜正

水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内

水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

令和2年3月15日

第 64 号
みちしば

水戸市青少年育成推進会議 検索

青少年若者体験活動事業

中学生交流会



2み ち し ば

青少年社会参加部会

総 務 広 報 部 会

　

本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
グ
ル
ー
プ
で

体
験
活
動
を
し
、
課
題
を
解
決
し

て
い
く
な
か
で
、
自
己
肯
定
感
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
前
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
38

名
の
小
学
生
が
参
加
し
、
高
校
生

会（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
）の
リ
ー
ド

の
も
と
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

＊
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク

　

初
対
面
の
子
ど
も
た
ち
と
打
ち

解
け
る
た
め
に
、
体
を
使
い
な
が

ら
皆
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
始

め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
、食
堂
に
移
動
す
る
頃
に
は
、

お
友
だ
ち
に
な
り
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

て
い
ま
し
た
。

＊
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

　
　
　

お
に
ぎ
り
づ
く
り

　

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
初

め
て
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り
で
す
。

　

自
分
で
食
べ
ら
れ
る
分
の
ご
飯

と
、
何
種
類
も
あ
る
具
材
を
何
で

も
自
由
に
選
ん
で
自
分
だ
け
の
個

性
的
な
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
す
。

　

デ
ザ
ー
ト
は
、
使
っ
た
こ
と
の

な
い
缶
切
り
で
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
自
分
た
ち
で
開
け
た
缶
詰
。

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
の
食
事
は
と
て
も
美
味
し

く
、
い
つ
も
以
上
に
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
な
か
よ
く
た
の
し
く

　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
た
ホ
ー
ル
に
戻
り
、
新
聞
紙

で
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
を
作
り
楽
し

く
遊
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
お
に
ぎ
り
ア
ク
シ
ョ

ン
」と
い
う
、
お
に
ぎ
り
の
写
真

を
S
N
S
に
投
稿
し
、ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
１
投
稿

に
つ
き
給
食
５
食（
約
１
０
０
円
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
出
来

る
の
か
と
皆
び
っ
く
り
で
し
た
。

 

お
に
ぎ
り
で
世
界
を
変
え
る
？

 

「
お
に
ぎ
り
ア
ク
シ
ョ
ン
」

ふ
れ
あ
い
電
話
、
読
み
聞
か
せ
、

交
通
安
全
教
室
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
田
植
え
の

指
導
・
支
援
等
々
、
多
種
多
様
な

活
動
で
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
子
ど

も
た
ち
は
、自
己
肯
定
感
を
育
み
、

知
識
を
知
恵
に
変
え
て
成
長
し
て

お
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

と　

き
／
令
和
元
年
７
月
30
日（
火
）

　

と
こ
ろ
／
常
磐
市
民
セ
ン
タ
ー

　

常
磐
小
学
校
の
篠
原
和
志
教
頭

先
生
よ
り
講
話
を
頂
い
た
後
、
各

地
域
で
の
活
動
等
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

常
磐
小
学
校
で
は
、浜
田
小
学

校
と
と
も
に
他
の
学
校
に
先
駆
け

て
モ
デ
ル
指
定
校
と
し
て
、地
域
と

の
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
一
本
杉
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
市
民
セ

ン
タ
ー
の
講
座
の
方
々
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
様
々
な
体
験
活
動
を

し
た
り
、
文
化
に
ふ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
高
齢
者
と
の

青
少
年
指
導
者
研
修
会

常
磐
小
学
校
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

取
組
状
況
に
つ
い
て

第
１
回

公式サイトの
QRコード

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！

と
　
き
／
令
和
元
年
11
月
９
日（
土
）

と
こ
ろ
／
水
戸
市
少
年
自
然
の
家

青
少
年
若
者
体
験
活
動
事
業
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水
戸
市
内
17
校
よ
り
52
名
の
中

学
生
が
集
ま
り
、
参
加
す
る
中
学

生
自
身
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
を
対
象

と
し
た
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ど
の
班
も
S
N
S
の

話
題
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
中
学
生

は
普
段
か
ら
S
N
S
や
ゲ
ー
ム
な

ど
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
密
着

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
中

学
生
自
身
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、

対
策
や
解
決
策
を
導
き
出
す
こ
と

は
、
こ
の
先
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
う
道
具
を
使
っ
て
い
く
た
め
の

大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

「
自
分
で
考
え
判
断
す
る
力
」を
持

つ
こ
と
が
、
自
立
に
向
け
て
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
生
交
流
会
の
目
的
は
、

「
交
流
」で
す
。
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
と
、
た
く
さ
ん
の
会
話
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
笑

顔
で
過
ご
す
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
、「
え
ん
た

く
ん
」と
い
う
直
径
１
ｍ
の
丸
い

段
ボ
ー
ル
を
、
班
ご
と
に
皆
の
膝

に
乗
せ
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

発
表
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
水
戸

市
総
合
教
育
研
究
所
の
萩
谷
孝

男
所
長
か
ら
は
、
内
容
も
発
表
の

仕
方
も
良
か
っ
た
と
の
講
評
を

頂
き
ま
し
た
。

　

笑
顔
と
お
し
ゃ
べ
り
が
尽
き
な

い
一
日
を
過
ご
し
、帰
り
間
際「
楽

し
か
っ
た
～
！
」と
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
思
い

と
成
果
を
自
分
の
学
校
に
も
っ
て

帰
り
、
皆
さ
ん
に
伝
え
、
共
有
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
参
加
者
自
ら
の
経
験

に
基
づ
い
た
リ
ア
ル
な
話
や
、「
ホ

ン
ト
に
そ
う
な
の
か
？
」と
一
般

論
に
疑
問
を
呈
す
る
意
見
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

色
々
な
意
見
が
出
た
結
果
、
最

終
的
に「
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
の
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
」

と
い
う
結
論
に
落
ち
着
い
た
の
は

面
白
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
円
卓
会
議

と
い
う
形
式
に
よ
り
、
膝
を
突
き

合
わ
せ
な
が
ら
同
じ
地
域
で
活
動

し
て
い
る
方
々
の
リ
ア
ル
な
経
験

談
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
も
参
加
者
自
ら

が
情
報
を
発
信
で
き
る
研
修
会
を

実
施
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

圷
哲
男
副
会
長
よ
り
最
後
に

「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
大
切
。

ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
を
求
め
な

い
。」と
の
総
括
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と　

き
／
令
和
元
年
10
月
23
日（
水
）

　

と
こ
ろ
／
桜
川
市
民
セ
ン
タ
ー

　

今
回
の
研
修
会
は
、
講
師
を
呼

ば
ず
に「
円
卓
会
議
」と
い
う
、
参

加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
特

定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
形
式

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
達
の
チ
ー
ム
に
は
、
日
頃
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を

し
て
い
る
方
が
お
り
、
そ
の
方
の

経
験
か
ら「
子
ど
も
た
ち
の
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
」と

い
う
話
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

始
ま
り
ま
し
た
。

青
少
年
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

各
地
区
・
各
団
体
の
活
動
を
知
ろ
う

第
２
回

相
手
意
識
を
も
つ
こ
と
と
は
？

〜
い
ろ
ん
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
〜

と

　き
／
令
和
元
年
12
月
14
日（
土
）

と
こ
ろ
／
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

第８回
中学生交流会

水戸市市制施行130周年記念
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本
推
進
会
議
の
地
域
・
環
境
部

会
が
各
地
区
青
少
年
育
成
会
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

県
統
一
マ
ー
ク

市
統
一
マ
ー
ク

こ
ど
も
の
安
全
守
る
家

問い合わせ先　　　　　　　　　水戸市生涯学習課内
TEL 029-306-8692（直通）　FAX 029-306-8693
Eメール：seisyounen@city.mito.lg.jp

地 域 ・ 環 境 部 会
地
域
で
、
職
場
で
、
家
庭
で
、

指
導
者
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　

指
導
者
の
役
目
は
、
罰
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
相
手
に
言
葉
を
届
け
、
変
化
を
促
す
こ

と
で
あ
る
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
社
会
が
多

様
化
す
る
に
つ
れ
、
教
育
の
場
に
限
ら
ず
、

地
域
で
も
職
場
で
も
家
庭
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

な
ぜ
ず
れ
る
の
か　
　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は「
い
つ
」「
ど
こ

で
」「
誰
が
」「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」伝
え

て
い
る
か
、
と
い
っ
た
要
素
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
の｢

何
を｣

以
外
の
全
て
を
合

わ
せ
た
も
の
が
文
脈
で
す
。
我
々
は
良
い
内

容
の
こ
と
を
言
え
ば
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
、

と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
文
脈
が
ず
れ
て

い
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
良
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
多
い
の
で
す
。

大
人
の
役
割

　

例
え
ば
、｢
鉛
筆
あ
る
？｣

と
い
う
問
い

は
、
文
脈
に
よ
っ
て
は｢

鉛
筆
を
貸
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か
？｣
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま

す
が
、「
あ
る
よ
」と
だ
け
答
え
る
よ
う
な
子

ど
も
も
い
ま
す
。
内
容
は
正
し
く
て
も
文
脈

次
第
で
は
周
囲
か
ら｢

貸
し
て
く
れ
な
い
、

意
地
悪
だ｣

と
非
難
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
発

達
に
特
性
の
あ
る
人
は
文
脈
を
読
む
こ
と
が

苦
手
で
す
。
そ
れ
を
理
解
し
た
大
人
が「
貸

し
て
く
れ
る
？
」と
言
葉
の
か
け
方
を
変
え

て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

「
１
つ
の
価
値
観
」が
行
き
詰
ま
り
に　

　

新
し
い
も
の
を
創
造
し
世
の
中
を
支
え

て
い
く
よ
う
な
天
才
に
は
、
実
は
発
達
障
害

の
人
が
多
く
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
社
会
が

文
脈
の
ず
れ
を
許
容
し
な
く
な
り
、
勉
強
の

で
き
る
子
、
と
い
う
１
つ
の
価
値
観
に
押
し

込
も
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
、
今
の
日
本
の
行
き
詰
ま
り
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

虐
待
の
言
い
分

　

子
ど
も
を
虐
待
し
た
大
人
の
言
い
分
を
聞

い
て
い
る
と
、
大
人
の
文
脈
を
子
ど
も
に
強

い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
本
来

は
、
支
援
す
る
側
が
相
手
に
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
子
ど
も
だ
っ
た
経
験
が
あ

る
大
人
な
ら
ば
、
子
ど
も
の
文
脈
に
降
り
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

観
察
す
る
眼

　

文
脈
を
合
わ
せ
る
と
は
ど
う
す
る
こ
と

か
。
相
手
を
観
察
し
て
、
価
値
観
の
違
い
を

「
面
白
い
な
」と
感
心
す
る
心
の
余
裕
が
持
て

れ
ば
、
次
第
に
文
脈
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
そ
う

い
う
あ
た
た
か
な
観
察
の
眼
で
見
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
指
導
す
る
上
で
監

視
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
監
視
と
観
察
を
切
り
替
え
て
子
ど
も

を
見
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
よ
く

よ
く
観
察
す
る
な
ら
、
心
か
ら
感
心
し
、
そ

こ
か
ら
自
然
に
会
話
し
て
、
相
手
に
言
葉
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
結
び
で
、
今
日
は
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
、
と
先
生

が
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
周
囲

の
大
人
の
ほ
め
方
で
す
。「
そ
れ
、
ど
う
や
っ
た

の
？
」「
ど
こ
で
見
つ
け
た
の
？
」「
教
え
て
ね
」

と
い
っ
た
、
大
人
の
質
問
は
、
と
て
も
大
き
な
ほ

め
言
葉
に
な
る
そ
う
で
す
。
更
に
、
結
果
で
は
な

く
プ
ロ
セ
ス
を
ほ
め
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
上
で

「
で
も
、
こ
こ
は
こ
う
す
る
と
よ
か
っ
た
ね
」と
助

言
す
れ
ば
子
ど
も
は
受
け
入
れ
や
す
い
。

　
先
生
ご
自
身
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
大
人
に
も
通
じ
る
真
理
で
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。相
手
が
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
う
の
で
、

忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

カウンセラーとしての豊富な経験を踏まえた
説得力のあるお話でした

「
文
脈
を
合
わ
せ
る
」コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
子
ど
も
を
変
え
る

社
会
環
境
向
上
研
修
会

と
き
／
令
和
２
年
２
月
１
日（
土
）　
と
こ
ろ
／
桜
川
市
民
セ
ン
タ
ー

講
演
　「
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
」

講
師
　
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
心
理
学
科
教
授
　
秋
山
邦
久
氏
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●
最
優
秀
賞

安
藤　

陽
菜（
浜
田
幼
５
歳
）

大
金　

瑠
華（
笠
原
小
３
年
）

萩
原　

実
咲（
笠
原
小
６
年
）

海
老
澤
琉
夏（
石
川
中
２
年
）

●
優
秀
賞

大
津　

瑚
春（
寿
幼
５
歳
）

長
谷
川
深
央（
酒
門
幼
５
歳
）

富
田　

実
楠（
酒
門
小
３
年
）

戸
田　
　

晃（
双
葉
台
小
３
年
）

大
谷　

聡
実（
石
川
小
５
年
）

阿
久
津
大
智（
渡
里
小
６
年
）

小
圷　

彩
花（
飯
富
中
３
年
）

●
入
選

飛
田　
　

葵（
見
川
幼
４
歳
）

永
野　
　

麗（
笠
原
幼
５
歳
）

浦
野　

未
悠（
常
磐
幼
６
歳
）

宇
留
野
真
悠（
柳
河
小
１
年
）

和
地　

唯
希（
渡
里
小
１
年
）

藤
田　

恋
美（
吉
田
小
１
年
）

佐
藤　

豊
優（
内
原
小 

１
年
）

田
所　

清
杜（
五
軒
小
２
年
）

髙
橋　

蒼
来（
常
磐
小
２
年
）

小
野
村　

樹（
石
川
小
２
年
）

飛
田　

章
人（
飯
富
小
２
年
）

江
橋
久
麗
愛（
上
中
妻
小
２
年
）

庄
司　
　

環（
稲
荷
第
一
小
２
年
）

金
澤
璃
央
菜（
鯉
淵
小 

２
年
）

中
川　

愛
菜（
三
の
丸
小
３
年
）

眞
柄　

祢
音（
城
東
小
３
年
）

助
川
瑠
乃
曖（
河
和
田
小
３
年
）

富
田　

陽
大（
千
波
小
３
年
）

青
田　

佳
音（
吉
沢
小
３
年
）

神
長　

逞
生（
稲
荷
第
二
小
３
年
）

鈴
木　

良
典（
妻
里
小 
３
年
）

福
島　

佑
衣（
三
の
丸
小
４
年
）

川
上　

由
紗（
吉
田
小
４
年
）

和
知
亜
梨
花（
河
和
田
小
４
年
）

小
牧　

真
子（
上
中
妻
小
４
年
）

前
野
稀
愛
良（
梅
が
丘
小
４
年
）

井
坂　

瑠
空（
赤
塚
小
４
年
）

小
沼
鼓
太
朗（
稲
荷
第
二
小
４
年
）

山
波　

桜
月（
鯉
淵
小
４
年
）

寺
門
あ
ま
ね（
妻
里
小
４
年
）

佐
藤　

鉄
舟（
五
軒
小
５
年
）

齋
藤　

雅
治（
城
東
小
５
年
）

山
本　

碧
清（
柳
河
小
５
年
）

佐
藤　

駿
平（
酒
門
小
５
年
）

鬼
澤　

瑚
珀（
飯
富
小
５
年
）

高
野　

滉
大（
千
波
小
５
年
）

間
中　

紗
良（
内
原
小
５
年
）

矢
口　

亜
澄（
常
磐
小
６
年
）

中
野　

有
咲（
双
葉
台
小
６
年
）

児
島　

凛
音（
吉
沢
小
６
年
）

人
見　

真
生（
稲
荷
第
一
小
６
年
）

川
﨑　

由
結（
大
場
小
６
年
）

打
越　

遥
花（
第
二
中
１
年
）

原　
　

麻
綾（
内
原
中
２
年
）

●
最
優
秀
賞

木
村　

颯
太（
渡
里
小
２
年
）

和
田　

舞
羽（
吉
田
小
５
年
）

勝
二
萌
々
花（
石
川
中
３
年
）

●
優
秀
賞

石
田　

翔
夢（
城
東
小
３
年
）

田
中　

美
有（
石
川
小
３
年
）

笠
原　

綺
乃（
双
葉
台
小
４
年
）

宮
部　

琳
夢（
稲
荷
第
一
小
６
年
）

永
井　
　

諒（
内
原
中
１
年
）

塩
山
明
日
香（
赤
塚
中
３
年
）

●
入
賞

会
沢　

祷
士（
三
の
丸
小
１
年
）

井
出
ち
は
や（
五
軒
小
１
年
）

佐
藤　

優
衣（
常
磐
小
１
年
）

江
幡
蓮
太
郎（
千
波
小
１
年
）

磯
崎　

紗
那（
稲
荷
第
一
小
１
年
）

宮
本　

陽
菜（
内
原
小 

１
年
）

小
圷　

結
仁（
飯
富
小 

２
年
）

飯
島　

啓
太（
笠
原
小 

２
年
）

水
品　

茉
優（
赤
塚
小 

２
年
）

五
十
嵐
鷹
駕（
吉
沢
小
２
年
）

村
松　

茉
央（
稲
荷
第
二
小
２
年
）

金
澤
璃
央
菜（
鯉
淵
小
２
年
）

今
野　

美
月（
新
荘
小
３
年
）

安
藤　
　

爽（
寿
小
３
年
）

生
天
目
紗
良（
柳
河
小
３
年
）

佐
竹　

美
佑（
吉
田
小 

３
年
）

福
島　

惟
月（
梅
が
丘
小
３
年
）

坂
倉　

希
來（
双
葉
台
小
３
年
）

谷
中　

優
誠（
妻
里
小 

３
年
）

河
上　

和
仁（
三
の
丸
小
４
年
）

田
嵜　

理
菜（
寿
小
４
年
）

宮
田　

紫
叶（
上
大
野
小
４
年
）

石
川
美
里
愛（
柳
河
小
４
年
）

根
本
紗
由
奈（
渡
里
小
４
年
）

小
橋　
　

愛（
千
波
小
４
年
）

海
保　

颯
佑（
吉
沢
小
４
年
）

萩
野
谷
み
ゆ（
鯉
淵
小
４
年
）

遠
藤　

颯
太（
妻
里
小
４
年
）

櫻
岡
南
菜
子（
五
軒
小
５
年
）

寺
門　

真
彩（
常
磐
小
５
年
）

加
藤
木
優
菜（
飯
富
小
５
年
）

福
上　
　

心（
梅
が
丘
小
５
年
）

平
澤　

依
茉（
笠
原
小
５
年
）

水
品　

友
里（
赤
塚
小
５
年
）

石
井　
　

丞（
稲
荷
第
二
小
５
年
）

川
松　

汐
里（
内
原
小
５
年
）

内
藤　

姫
和（
新
荘
小
６
年
）

長
澤　
　

遥（
石
川
小
６
年
）

長
山　
　

栞（
上
中
妻
小
６
年
）

高
野　
　

叡（
第
二
中
２
年
）

住
谷　

日
向（
飯
富
中
２
年
）

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

作
文
の
部

入
賞
・
入
選
者
一
覧  

敬
称
略

　水戸市サブリーダーズ会連絡会（高校生会）
は、市内に居住または通学する高校生により組
織され、休日や長期休校日などに、市や子ども
会の活動の補助指導者として子どもたちと一
緒にゲームやレクリエーションなどを行います。
入会希望者は、電話でご連絡ください。子ども
が好きな人、ボランティアに興味がある人、大
歓迎です。随時募集しています。
▶年会費／３５０円
▶申込み・問合せ／
　生涯学習課 
　（☎０２９−３０６−８６９２）

一緒に活動して
みませんか

君もサブリーダー
になろう!

「家庭の日」絵画・ポスター・作文
コンクール 表彰式

イオンモール水戸内原にて展示（11月27日〜12月3日）

表彰式（11月30日）

twitter
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昨
年
は
元
号
が
変
わ
り
、「
平
成
」か
ら「
令
和
」と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
新
し
い
時
代
に
お
い
て
、
私
た

ち
は
期
待
を
胸
に
抱
い
て
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
社
会
」と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
が
今
よ
り
も
さ
ら
に
良
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
昨
年
は

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
な
ど
色
々
な
出
来
事
も
あ
り

ま
し
た
。
今
か
ら
9
年
前
、
私
た
ち
は
東
日
本
大
震

災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
水
戸
市
に
お
い
て
も
、

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
と

い
っ
た
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断
さ
れ
、
私
た

ち
は
未
曽
有
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
互
い
が
そ
の

日
々
苦
し
い
被
災
生
活
の
中
で
、
見
ず
知
ら
ず
の
人

た
ち
と
協
力
を
し
合
い
、
困
難
に
も
立
ち
向
か
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
に「
絆
」と
い
う
言
葉

が
、
大
切
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日「
少
子
高
齢
化
」や「
核
家
族
化
」が
進

む
多
様
な
社
会
の
中
で
、
近
隣
と
の
付
き
合
い
が

希
薄
と
な
り
、「
絆
」が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
目
ま
ぐ
る
し

い
発
達
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
の

変
化
に
お
い
て
も
昔
と
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、「
f
a
c
e 

t
o 

f
a
c
e
」が
と
て
も
大
切
で
す
。「
変
わ
る
も
の
・
変

わ
ら
な
い
も
の
」と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ

で
す
。
今
一
度
日
々
の
自
分
を
振
り
返
り
、
日
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
青
少
年
社
会
参
加
部
会
副
部
長　

梶　

正
憲　

記
）

うち
の子

となり
の子

⑩

時
代
の
変
化
の
中
で

青少年育成団体やPTA、学校関係者等、約1,500人が参加し、中学生の主張発表や「始めの一歩！孤立ゼロの
地域づくりを目指して　～深めよう　繋がろう～」をテーマとしたパネルディスカッションなどに耳を傾けました。

　

あ
い
さ
つ
に
は
〝
あ
い
”
が
あ
る
「
お
は
よ
う
」

か
ら
始
ま
る
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
と
し

て
、
会
場
の
参
加
者
全
員
で
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
っ
た
今
大
会
。
県
内
の
青
少
年
育
成
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
相
互
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務

を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
由
参
加
型
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
中
学
生
の
主
張
発
表
で
は
、
県
知
事
賞

に
選
ば
れ
た
筑
西
市
の
中
学
３
年
生
が
「
地
球
の

反
対
側
に
あ
っ
た
も
の
」
を
、
県
議
会
議
長
賞
に

選
ば
れ
た
水
戸
市
立
第
一

中
学
校
１
年
の
井
上
巧
基

さ
ん
が
「
僕
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
～
水
戸
の
自
然
を
守
る

～
」
を
発
表
し
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
中
で
使
命
感
を

持
ち
行
動
し
て
い
こ
う
と

い
う
強
い
想
い
を
訴
え
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
宅
地
開
発
な
ど

に
よ
り
自
然
環
境
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
夜
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
通
し
て
カ
ブ
ト

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
確
認

で
き
た
場
所
か
ら
森
林
が

消
え
、
ザ
リ
ガ
ニ
や
メ
ダ

カ
が
生
息
し
て
い
た
土
水

路
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
寂
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
昆
虫
は
生
態
系
を
正
常
に
機
能
さ
せ
る

た
め
に
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
青

少
年
た
ち
と
考
え
て
い
く
話
し
合
い
の
場
作
り
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
昨
年
８
月

に
茨
城
県
青
少
年
育
成
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た
合

同
研
修
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
を
編
む
孤
立

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
引
き
継
ぎ
、
３
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
と
と
も
に
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・

若
者
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
支
援

を
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
平
成
の
世
相
の
一
つ
に
、「
今

だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
」
と
い
う
「
３
だ
け

主
義
」
が
今
の
地
域
社
会
の
表
現
と
し
て
適
切
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
独
り
で
は
生
き

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

は
、
人
間
の
工
夫
と
し
て
社
会
の
つ
な
が
り
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
引
き
こ
も
り
は
社
会
が
面
倒

を
み
る
べ
き
で
す
が
、
そ

の
幸
せ
の
装
置
が
出
来
て

い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

問
題
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
方
に
あ
り
、
子
ど
も
の

居
場
所
や
た
ま
り
場
が
無

く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
親

が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど

も
の
親
に
は
、
そ
れ
が
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
相
談
し
や
す
い

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
そ
し
て
Ｎ
Ｇ

ワ
ー
ド
は
「
名
前
は
？
」

「
い
つ
も
（
仕
事
は
）
何

し
て
い
る
の
？
」の
２
つ
で
す
。
名
前
を
聞
く
と
、

次
の
質
問
と
し
て
何
し
て
過
ご
し
て
い
る
な
ど
に

繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

話
し
合
っ
た
内
容
は
、
途
中
経
過
で
明
確
な
答

え
が
直
ぐ
に
は
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
政
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
。
青
少
年
団
体
や
市

民
活
動
団
体
が
地
域
と
手
を
組
み
、
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
自
分

た
ち
の
特
性
の
中
で
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
え
る
研
修
会
で
し
た

青少年健全育成茨城県推進大会
と　き／令和２年２月５日（水）　　ところ／アダストリアみとアリーナ

令和
元年度
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『第４回水戸黄門漫遊マラソン』応援手記
　昨年の８～９月は甚大なる台風や大雨に見舞われ、開催があやぶまれましたが、県内外から約1万４千人のラ
ンナーを迎え、10月27日（日）に開催されました。本事業では毎年沿道より応援しております。
　当日、９時のスタート直前に小雨が降り始めました。応援中は見事な天気雨となりましたが、ランナー達は雨
もなんのその、先頭ランナーは、県庁手前（約６㌔）を18分台で駆け抜けました。その後に続くランナー達の元
気に圧倒され、仮装のランナーに微笑まされました。今年も、力の入る応援でした。

令
和
元
年
度
の
賛
助
会
員
の
方
々
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

令
和
２
年
２
月
現
在 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
法
人
・
団
体
の
部

公
益
社
団
法
人　

水
戸
青
年
会
議
所

水
戸
更
生
保
護
女
性
会

中
央
労
働
金
庫　

茨
城
県
本
部

水
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

有
限
会
社　

森
田
商
事

茨
城
県
信
用
組
合

水
戸
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

株
式
会
社　

常
陽
銀
行　

水
戸
市
役
所
支
店

水
戸
市
立
稲
荷
第
二
小
学
校

水
戸
商
工
会
議
所　

青
年
部

水
戸
市
立
大
場
小
学
校

水
戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

有
限
会
社　

湖
南
家
具
販
売

水
戸
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

水
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

髙
島
通
信
電
設　

株
式
会
社

水
戸
市
立
双
葉
台
中
学
校

水
戸
市
立
常
磐
小
学
校

水
戸
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

水
戸
こ
ど
も
の
劇
場

水
戸
ブ
ロッ
ク
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部 

水
戸
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

株
式
会
社　

吉
田
石
油

水
戸
市
立
三
の
丸
小
学
校

水
戸
市
国
公
立
幼
稚
園
連
絡
協
議
会

水
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
二
中
青
少
年
育
成
会
有
志

水
戸
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
水
戸

水
戸
市
立
河
和
田
小
学
校

三
ケ
月
会
（
旧
市
子
連
Ｏ
Ｂ
会
）

満
月
会

※
本
人
の
御
意
向
に
よ
り
未
掲
載
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

○
個
人
の
部

柳
貴
家　

勝　

蔵

大　

野　

文　

雄

齊　

藤　

佳　

昭

久
信
田　

も
と
子

大　

津　

昌　

基

関　

山　

ふ
み
子

松　

本　

知　

隆

打　

越　

克　

義

谷　

中　

正　

實

吉　

田　
　
　

仁

田　

所　

敏　

子

原　
　
　
　
　

毅

大　

高　
　
　

穣

稲　

田　
　
　

清

雨　

谷　

精　

一

高　

丸　

知　

道

矢　

萩　

紀　

行

野　

村　

眞　

実

中
井
川　

正　

次

中　

川　
　
　

實

朝　

倉　

美　

広

小　

泉　

左　

京

岡　

﨑　

充　

芳

林　
　
　

由
香
里

萩
野
谷　

節　

子

大　

西　

は
る
の

小　

林　

理　

博

本　

郷　

き
ぬ
子

立　

川　
　
　

力

冨　

山　
　
　

憲

桑　

名　

誠　

治

桑　

名　

サ
チ
子

大　

部　
　
　

浩

齋　

藤　

直　

哉

宮　

川　

文　

子

滝　

澤　
　
　

要

加
倉
井　

喜　

正

白　

田　

茂　

司

綿　

引　

直　

人

綿　

引　

浩　

子

関　

口　

慶　

久

久
保
田　

直　

人

長　

山　

尚　

子

　本事業は、水戸市、笠間市、小美玉市、茨
城町、大洗町、城里町の６市町が青少年の
健全育成のために連携し、共に向上するため
に各地区持ち回りで毎年開催しています。
　今年は、城里町で開催され、茨城県埋蔵
文化財センター　鈴木博幸氏の「私たちの
祖先が残した茨城の歴史にふれて」との講
演会の後、施設見学を行いました。

本推進会議では毎年学校を通して新小中
１年生の保護者に配布しています。子ども
を育てるのは家庭であり、さらに地域社会
がそれを支えています。今一度、子ども
とのかかわりを見つめ直してみませんか。

　と　き／令和２年２月７日（金）
　ところ／茨城県埋蔵文化財センター
　　　　　「いせきぴあ茨城」

健
全
な
家
庭
づ
く
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す

水戸地区青少年育成
市町民会議連絡会
研究協議会

水戸地区青少年育成
市町民会議連絡会
研究協議会
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令和２年度 水戸市青少年育成推進会議

定 期 総 会

〇
吉　

川　

幸　

江（
常　

澄
）

　

本　

郷　

き
ぬ
子（
育
成
者
）

　

石　

野　

奈
緒
美（
育
成
者
）

　

橋　

本　

隆　

志（
一　

中
）

　

綿　

引　

浩　

子（
飯　

富
）

　

相　

羽　

晴　

子（
五　

中
）

　

三　

村　

達　

哉（
石　

川
）

　

江　

沼　

昌　

子（
二　

中
）

　

戸　

﨑　
　
　

力（
国　

田
）

　

綿　

引　

弘　

美（
緑　

岡
）

　

吉　

冨　
　
　

静（
四　

中
）

　

中　

村　

典　

子（
見　

川
）

　

薄　

井　

光　

栄（
双
葉
台
）

　

桑　

名　

サ
チ
子（
笠　

原
）

　

井　

川　

健　

一（
内　

原
）

「
道
芝
」が
果
た
す
役
割
・
大
切
さ

　

道
芝
の
意
味
は
、「
踏
ま
れ
て
も
根
強
く
耐
え
、

そ
っ
と
腰
を
お
ろ
せ
ば
や
さ
し
く
憩
わ
せ
て
く

れ
、
子
ど
も
た
ち
を
伸
び
伸
び
と
遊
ば
せ
て
く
れ

る
」と
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
企
画
と
し
て「
青
少
年

若
者
体
験
活
動
事
業
」「
中
学
生
交
流
会
」「
青
少

年
指
導
者
研
修
会
」な
ど
様
々
な
企
画
が
工
夫
さ

れ
、
体
験
活
動
や
交
流
活
動
で
学
ぶ
事
の
大
切
さ

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！
」で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
体
験

す
る
活
動
報
告
、
み
ん
な
で
初
め
て
体
験
す
る
お

に
ぎ
り
づ
く
り
。
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
も
作
る
楽
し

さ
や
、
食
べ
る
味
わ
い
を
、
感
動
と
言
う
形
で
貴

重
な
体
験
を
味
わ
っ
た
様
で
す
。 

（
桑
名
）

編
集
委
員
（
○
委
員
長
）

編 

集 

後 

記

日　時　　令和 2年 4月 25 日（土）
　　　　　午前 9時 30 分
場　所　　水戸市役所 4階　中会議室

▲「キャンプでトランプたのしいね」 浜田幼稚園 ５歳  安藤  陽菜

▲「きれいな花火」　笠原小学校　３年　大金　瑠華

▶「
や
っ
ぱ
り
パ
パ
が
好
き
」 

石
川
中
学
校　

２
年　

海
老
澤　

琉
夏

▶「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
い
し
い
野
菜
」 

笠
原
小
学
校　

６
年　

萩
原　

実
咲

「
家
庭
の
日
」 

絵
画・ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品


